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懐
徳
堂
学
派
の
『
論
語
』
解
釈 

─
「
異
端
」
の
説
を
め
ぐ
っ
て
─

湯　

浅　

邦　

弘

序　

言

　

日
本
に
伝
来
し
た
朱
子
学
は
、
日
本
の
文
化
と
学
術
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
。
そ
の
一
方
で
、
朱
子
学
の
経
書
解
釈
に
は
厳
し

い
批
判
も
浴
び
せ
ら
れ
た
。
従
来
の
研
究
で
は
、
特
に
、
江
戸
時

代
の
伊
藤
仁
斎
や
荻
生
徂
徠
の
批
判
的
解
釈
が
知
ら
れ
て
い
る

が
、
さ
ら
に
大
阪
の
懐
徳
堂
で
も
、
優
れ
た
経
書
解
釈
が
行
わ
れ

て
い
た（
１
）。

　

本
稿
で
は
、『
論
語
』
為
政
篇
の
「
攻
乎
異
端
、
斯
害
也
已
（
異

端
を
攻
む
る
は
、
斯
れ
害
あ
る
の
み
）」
と
い
う
孔
子
の
言
葉
を

め
ぐ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
学
者
た
ち
が
朱
子
学
を
ど
の
よ
う
に
受

容
し
、
経
書
解
釈
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
、
追
究
し
て
み
た
い
。

こ
の
言
葉
を
取
り
上
げ
る
の
は
、「
異
端
」
の
語
が
『
論
語
』
中
、

こ
こ
一
箇
所
に
登
場
す
る
特
殊
用
語
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
そ

の
解
釈
が
各
々
の
学
問
的
立
場
を
端
的
に
示
す
可
能
性
が
あ
る
と

予
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
、
朱
子
学
に
お
け
る
「
異
端
」
と
「
小
道
」

　

先
ず
、
朱
子
学
に
お
け
る
解
釈
を
確
認
す
る
。『
論
語
集
注
』

で
は
、「
攻
」
は
治
め
る
の
意
と
し
、「
異
端
」
と
は
、
楊
朱
・
墨

翟
の
如
く
聖
人
の
道
か
ら
外
れ
た
教
え
で
あ
る
と
説
く
。
さ
ら
に

程
子
は
、
楊
朱
・
墨
翟
以
上
に
害
を
為
す
異
端
と
し
て
仏
教
の
存

在
を
指
摘
す
る
。

范
氏
曰
、
攻
、
專
治
也
。
故
治
木
石
金
玉
之
工
曰
攻
。
異
端
、

非
聖
人
之
道
、
而
別
爲
一
端
、
如
楊
墨
是
也
。
其
率
天
下
至

於
無
父
無
君
、
專
治
而
精
之
、
爲
害
甚
矣
。
○
程
子
曰
、
佛

氏
之
言
、
比
之
楊
墨
、
尤
爲
近
理
、
所
以
其
害
爲
尤
甚
。
學
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者
當
如
淫
聲
美
色
以
遠
之
、
不
爾
、
則
駸
駸
然
入
於
其
中
矣
。

（『
論
語
集
注
』
為
政
篇
）

范
氏
曰
く
、
攻
と
は
、
専
ら
治
む
る
な
り
。
故
に
木
石
金
玉

を
治
む
る
の
工
を
攻
と
曰
う
。
異
端
と
は
、
聖
人
の
道
に
非

ず
し
て
別
に
一
端
を
為
し
、
楊
墨
の
如
き
是
れ
な
り
。
其
の

天
下
を
率
い
れ
ば
父
を
無
み
し
君
を
無
み
す
る
に
至
り
、
専

ら
治
め
て
之
に
精
な
ら
ん
と
す
る
は
、害
を
為
す
こ
と
甚
し
。

○
程
子
曰
く
、
仏
氏
の
言
、
之
を
楊
墨
に
比
ぶ
る
に
、
尤
も

理
に
近
き
を
為
す
。
其
の
害
尤
も
甚
し
と
為
す
所
以
。
学
者

当
に
淫
声
美
色
の
如
く
し
て
以
て
之
を
遠
ざ
く
べ
し
。
爾
ら

ざ
れ
ば
、
則
ち
駸
駸
然
と
し
て
其
の
中
に
入
る
。

　

仏
教
が
批
判
さ
れ
る
の
は
、
楊
墨
の
言
に
比
べ
て
一
見
「
理
」

に
近
い
か
ら
で
あ
る
。そ
れ
故
に
害
も
ま
た
甚
大
で
あ
る
と
い
う
。

　

な
お
、
こ
の
「
異
端
」
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
よ
う
に
、『
論
語
』

子
張
篇
の
「
小
道
」
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
予
め
『
論
語
集
注
』
の
「
小
道
」
解
釈
を
確
認
し
て
お

こ
う
。小

道
、
如
農
圃
醫
卜
之
屬
、
泥
、
不
通
也
。
○
楊
氏
曰
、
百

家
衆
技
、
猶
耳
目
鼻
口
、
皆
有
所
明
而
不
能
相
通
。
非
無
可

觀
也
、
致
遠
則
泥
矣
、
故
君
子
不
爲
也
。（『
論
語
集
注
』
子

張
篇
）

小
道
と
は
、
農
圃
、
医
、
卜
の
属
の
如
き
も
の
、
泥
め
ば
通

ぜ
ざ
る
な
り
。○
楊
氏
曰
く
、百
家
の
衆
技
は
、猶
お
耳
、目
、

鼻
、
口
、
皆
明
ら
か
に
す
る
所
有
り
て
相
通
ず
る
こ
と
能
わ

ず
。
観
る
べ
き
も
の
無
き
に
非
ざ
る
も
、
遠
き
に
致
せ
ば
則

ち
泥
む
。
故
に
君
子
は
為
さ
ざ
る
な
り
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
集
注
』
で
は
、
特
に
「
異
端
」
と
の
関
係
に

は
触
れ
ず
、「
農
圃
、
医
、
卜
の
属
の
如
き
も
の
」「
百
家
の
衆
技
」

と
定
義
す
る
。い
ず
れ
に
し
て
も
、「
遠
き
に
致
せ
ば
」泥
む
か
ら
、

君
子
は
為
さ
な
い
と
す
る
。

二
、
伊
藤
仁
斎
『
論
語
古
義
』

　

こ
う
し
た
朱
子
学
の
立
場
に
対
し
て
、
新
た
な
説
を
提
示
し
た

の
は
、
江
戸
時
代
前
期
に
京
都
で
活
躍
し
た
伊
藤
仁
斎
（
一
六
二

七
～
一
七
〇
五
）
で
あ
る
。

　

先
ず
、
仁
斎
は
「
異
端
」
と
い
う
用
語
は
、
当
時
の
「
方
語
」

つ
ま
り
俗
語
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
も
の
の
端
が
ま
ち
ま
ち
で
一

つ
に
揃
わ
ぬ
こ
と
を
言
う
と
す
る
。
学
問
は
根
本
に
力
を
注
ぐ
べ
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専
ら
仏
老
の
教
を
指
し
て
異
端
と
為
す
者
は
誤
れ
り
。
孟
子

の
時
、
或
は
邪
説
暴
行
と
称
し
、
或
は
直
ち
に
楊
墨
の
徒
と

称
せ
り
。
見
る
べ
し
、
其
の
時
猶
お
未
だ
異
端
を
以
て
之
を

称
せ
ざ
る
こ
と
。
若
し
夫
れ
仏
老
の
教
は
、
即
ち
所
謂
邪
説

暴
行
に
し
て
、
亦
た
異
端
の
上
に
在
り
。
豈
に
攻
む
る
を
待

ち
て
後
に
害
有
ら
ん
や
。（『
論
語
古
義
』
為
政
篇
）

　

こ
こ
に
は
、
独
特
の
見
解
が
見
て
取
れ
る
。「
異
端
」
を
「
方
語
」

と
す
る
の
は
鋭
い
指
摘
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
子
張
篇
の
「
小
道
」

に
つ
い
て
、
仁
斎
は
ど
の
よ
う
に
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

小
道
と
は
、
諸
子
百
家
の
属
の
如
し
、
是
な
り
。

此
れ
言
う
、
小
道
と
は
多
く
事
に
便
に
し
て
且
つ
效
を
見
る

こ
と
速
な
り
。
故
に
俗
士
庸
輩
、
多
く
悦
び
て
之
を
為
す
。

然
れ
ど
も
之
を
遠
き
に
致
す
と
き
は
、則
ち
泥
み
て
通
ぜ
ず
。

故
に
観
る
べ
き
者
有
り
と
雖
も
、君
子
は
為
さ
ざ
る
な
り
と
。

（『
論
語
古
義
』
子
張
篇
）

　

こ
の
よ
う
に
仁
斎
は
、「
小
道
」
を
「
諸
子
百
家
の
属
の
如
し
」

と
し
た
上
で
、
即
効
性
が
あ
る
も
の
（
見
る
べ
き
者
が
あ
る
）
と

し
て
一
定
の
評
価
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
、「
遠
き
に
致
す
」

と
き
に
は
通
じ
な
い
か
ら
、
君
子
は
為
さ
な
い
の
だ
と
説
く
。「
諸

き
な
の
に
、
そ
れ
を
端
の
方
か
ら
揃
え
に
か
か
っ
て
も
害
が
あ
る

ば
か
り
だ
、
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
ま
た
、
後
世
、「
道
徳
仁
義
」

で
は
な
く
、「
記
誦
詞
章
」
に
従
事
し
、
知
識
量
の
多
寡
を
競
う

よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
異
端
を
攻
（
治
）
め
る
の
類
で
、
本
末
転

倒
で
あ
る
と
説
く
。

　

さ
ら
に
、『
集
注
』
が
、
異
端
を
楊
墨
や
仏
教
に
比
定
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、異
端
の
称
は
昔
か
ら
あ
る
と
し
、後
人
が
専
ら
仏
・

老
の
教
え
を
指
し
て
異
端
と
す
る
の
は
間
違
い
で
あ
り
、
孟
子
の

時
代
に
は
、
邪
説
暴
行
と
か
、
楊
墨
の
徒
と
か
称
し
た
が
、
ま
だ

異
端
と
は
言
わ
な
か
っ
た
と
す
る
。
仏
・
老
の
教
え
は
、
異
端
以

上
で
あ
り
、
攻
め
る
以
前
の
問
題
だ
と
も
批
判
す
る
。

攻
は
、
治
な
り
。
異
端
は
、
古
の
方
語
、
其
の
端
相
異
に
し

て
一
な
ら
ざ
る
を
謂
う
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
力
を
根
本

に
用
い
ず
し
て
徒
に
そ
の
端
の
異
な
る
所
を
治
む
れ
ば
、
則

ち
益
無
く
し
て
害
有
る
な
り
。

○
後
世
の
学
、
力
を
道
徳
仁
義
に
用
い
ず
し
て
徒
に
事
に
記

誦
詞
章
に
従
い
て
、
其
の
多
寡
を
争
い
、
其
の
短
長
を
較
ぶ

る
は
、
此
れ
亦
た
異
端
を
攻
む
る
の
類
の
み
。
本
末
倒
置
、

軽
重
所
を
易
う
。
其
の
害
勝
げ
て
言
う
べ
か
ら
ざ
る
者
有
る

な
り
。

○
論
に
曰
く
、
異
端
の
称
は
、
古
よ
り
之
れ
有
り
。
後
人
の
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子
百
家
」
を
媒
介
と
し
て
「
小
道
」
と
「
異
端
」
と
が
通
じ
て
い

る
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
仁
斎

は
こ
の
二
つ
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
直
接
明
言
し
て
い
な
い
。

三
、
荻
生
徂
徠
『
論
語
徴
』

　

さ
ら
な
る
異
説
を
唱
え
た
の
は
、
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
～
一

七
二
八
）
で
あ
る
。
こ
の
章
に
対
す
る
徂
徠
の
解
釈
は
、
以
下
の

よ
う
に
独
特
の
も
の
で
あ
っ
た
。

「
攻
乎
異
端
」、
古
註
に
「
攻
は
治
む
る
な
り
。
善
道
は
統
有

り
。
故
に
塗
を
殊
に
し
て
帰
を
同
じ
う
す
。
異
端
は
帰
を
同

じ
う
せ
ざ
る
な
り
」
と
。
異
端
は
明
解
無
し
と
雖
も
、
善
道

と
対
し
て
言
う
。
故
に
正
義
に
曰
く
、「
諸
子
百
家
の
書
を

謂
う
な
り
」
と
。
朱
子
之
に
因
り
、
旁
ら
仏
・
老
に
及
ぶ
。

然
れ
ど
も
孔
子
の
時
に
、
豈
に
諸
子
百
家
有
ら
ん
や
。
且
つ

「
攻
は
治
む
る
な
り
」
と
は
、
諸
を
『
周
礼
』
の
「
攻
金
の
工
、

攻
木
の
工
」（
冬
官
、
考
工
記
）
に
本
づ
く
。
治
め
て
器
を

成
す
を
謂
う
な
り
。
故
に
攻
の
字
は
諸
を
学
ぶ
者
に
用
う
べ

く
、
諸
を
道
芸
に
用
う
べ
か
ら
ず
。
故
に
「
六
経
を
治
む
」

と
は
、
古
是
の
言
無
し
。
況
ん
や
諸
子
百
家
を
治
め
て
之
を

成
す
の
理
有
ら
ん
や
。
蓋
し
攻
は
、「
鼓
を
鳴
ら
し
て
之
を

攻
む
」（
先
進
篇
）
の
攻
の
如
し
。
異
端
と
は
、
諸
を
漢
・

晋
の
諸
史
に
稽か
ん
がう

る
に
、
多
く
は
人
の
異
心
を
懐
く
者
を
謂

え
り
。
乃
ち
多
岐
の
謂
な
り
。
人
の
異
心
を
懐
く
を
、
遽
に

以
て
之
を
攻
む
れ
ば
、
必
ず
変
を
激
す
る
に
至
ら
ん
。
故
に

孔
子
は
之
を
誡
し
む
。異
端
の
字
は
它
に
見
え
ず
。独
だ『
論

語
』『
家
語
』
に
見
え
、
而
し
て
『
家
語
』
註
に
、「
猶
お
多

端
な
り
」
と
。
乃
ち
孔
安
国
・
王
粛
の
輩
に
、
必
ず
此
の
解

有
ら
ん
。
故
に
諸
史
の
用
う
る
所
は
、
其
の
解
に
依
る
の
み
。

魏
は
漢
の
祚
を
簒う
ば

い
、
異
端
を
攻
む
る
を
以
て
務
め
と
為
せ

り
。
何
晏
の
『
集
解
』
は
序
文
に
拠
れ
ば
、
何
氏
の
私
書
に

非
ず
。孫
邕
・
鄭
冲
・
曹
羲
・
荀
顗
・
何
晏 

名
を
署
す
れ
ば
、

則
ち
必
ず
魏
の
帝
の
勅
を
奉
じ
て
作
り
し
者
な
る
こ
と
、
唐

の
『
正
義
』、
明
の
『
大
全
』
の
如
く
な
ら
ん
の
み
。
故
に

時
の
忌
諱
を
避
け
、
特
に
新
義
を
設
く
。
後
儒
察
せ
ず
、
遂

に
定
説
と
為
れ
り
。「
也
已
」
は
「
学
を
好
む
と
謂
う
べ
き

の
み
」
の
如
し
。
明
祖
（
明
の
太
祖
洪
武
帝
）
は
已
を
解
し

て
止
む
と
為
す
。
此
の
方
の
学
者
に
、
復
た
已
を
解
し
て
甚

だ
し
と
為
す
者
有
り
。
皆
誤
れ
り
と
謂
う
べ
し
。（『
論
語
徴
』

為
政
篇
）

　

こ
こ
で
の
最
大
の
特
色
は
、「
攻
」
を
、
攻
め
る
（
攻
撃
）
の

意
と
す
る
点
で
あ
る
。『
論
語
』
先
進
篇
の
用
例
「
鼓
を
鳴
ら
し

懐徳堂研究　第 7 号　平成 28 年 2 月 29 日

6



て
之
を
攻
む
」
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、「
異
端
」
に
つ
い
て
も
、

朱
子
学
や
仁
斎
で
は
、
諸
子
百
家
と
仏
・
老
を
念
頭
に
置
い
て
い

た
の
に
対
し
て
、
孔
子
の
時
代
ま
だ
諸
子
百
家
は
な
か
っ
た
の
だ

か
ら
、
諸
子
百
家
で
は
な
く
て
、「
異
心
を
懐
く
者
」
の
意
だ
と

説
く
。
従
来
に
は
見
ら
れ
な
い
新
説
で
あ
る
。
異
心
を
懐
く
者
を

不
意
に
攻
撃
す
る
と
、
か
え
っ
て
「
変
を
激
す
る
」
結
果
に
な
る

の
で
、
孔
子
は
そ
れ
を
自
戒
し
て
い
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

関
連
し
て
「
小
道
」
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
説
く
。

「
小
道
と
雖
も
必
ず
観
る
べ
き
者
有
り
」。朱
註
に
、「
小
道
は
、

農
圃
毉マ
マ

卜
の
属
の
如
し
」
と
。
之
を
得
た
り
。
何
晏
は
以
て

異
端
と
為
す
。
仁
斎
之
に
因
る
。
然
れ
ど
も
諸
子
百
家
は
、

子
夏
の
時
の
無
き
所
な
り
。
然
り
と
雖
も
、
当
今
の
世
、
諸

子
百
家
は
、
応
に
是
く
の
如
し
と
作
し
て
観
る
べ
し
。
仏
老

と
雖
も
必
ず
観
る
べ
き
者
あ
り
。（『
論
語
徴
』
子
張
篇
）

　

徂
徠
は
、「
小
道
」
に
つ
い
て
、『
集
注
』
の
「
如
農
圃
醫
卜
之

屬
」
と
す
る
説
を
肯
定
す
る
が
、「
異
端
」
と
す
る
何
晏
の
説
に

つ
い
て
は
、
当
時
「
諸
子
百
家
」
は
い
な
か
っ
た
と
し
て
否
定
す

る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
諸
子
百
家
も
そ
の
よ
う
に
（
小
道
と

し
て
）
見
る
べ
き
で
あ
り
、
仏
・
老
に
も
必
ず
見
る
べ
き
所
は
あ

る
と
評
価
す
る
。

　

こ
う
し
た
徂
徠
の
説
は
、
大
阪
の
懐
徳
堂
学
派
に
は
ど
の
よ
う

に
捉
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

四
、
五
井
蘭
洲
の
「
異
端
」
説

　

享
保
九
年（
一
七
二
四
）、大
阪
町
人
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
学

問
所
「
懐
徳
堂
」
で
は
、
初
代
学
主
の
三
宅
石
庵
（
一
六
六
五
～

一
七
三
〇
）
の
折
衷
的
な
学
風
が
「
鵺
学
」
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
助
教
に
就
任
し
た
五
井
蘭
洲
（
一
六
九
七
～

一
七
六
二
）
に
よ
っ
て
厳
格
な
朱
子
学
の
路
線
が
確
立
さ
れ
、
以

後
、こ
れ
が
懐
徳
堂
の
基
本
的
精
神
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
蘭
洲
は
、
こ
の
「
異
端
」
や
「
小
道
」
を
ど
の
よ

う
に
理
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
先
ず
手
が
か
り
と
な
る

の
は
、『
質
疑
篇
』
で
あ
る
。『
質
疑
篇
』
は
、
五
井
蘭
洲
が
漢
文

に
よ
っ
て
著
し
た
随
筆
で
、弟
子
の
中
井
竹
山
・
履
軒
兄
弟
に
よ
っ

て
校
訂
さ
れ
、
同
じ
く
蘭
洲
の
『
瑣
語
』
と
と
も
に
、
明
和
四
年

（
一
七
六
七
）
に
大
坂
の
文
淵
堂
・
得
宝
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
書

で
あ
る（
２
）。

本
書
の
冒
頭
に
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
に
蘭
洲
自

身
が
記
し
た
題
言
が
あ
り
、
普
段
か
ら
中
国
の
経
史
の
諸
書
を
読

み
、
疑
問
点
が
あ
る
ご
と
に
記
し
て
お
い
た
文
章
を
ま
と
め
て
一

篇
と
な
し
た
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
、
蘭
洲
の
見
解
を
窺
う
こ
と
が

で
き
る
。
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攻
乎
異
端
。
異
端
、
子
夏
所
謂
小
道
之
類
、
與
聖
人
之
道
異

條
貫
。
然
亦
一
道
、
有
可
觀
者
。
攻
治
也
。
范
註
、
專
治
也
。

周
禮
、
攻
金
攻
木
。
是
れ
攻
金
者
不
攻
木
、
攻
木
者
不
攻
金
、

謂
專
為
其
業
也
。
斯
害
而
已
、
亦
恐
泥
之
意
。
治
之
欲
措
之

國
家
大
業
、
則
拘
泥
有
害
矣
。
孔
子
之
辭
峻
切
、
子
夏
之
語

較
緩
、
皆
欲
使
學
者
務
為
君
子
儒
之
意
也
。（『
質
疑
篇
』）

異
端
を
攻
む
。
異
端
は
、
子
夏
謂
う
所
の
小
道
の
類
、
聖
人

の
道
と
条
貫
を
異
に
す
。
然
る
に
亦
た
一
道
、
観
る
べ
き
者

有
り
。
攻
は
治
な
り
。
范
註
、
専
治
な
り
。『
周
礼
』、
金
を

攻
め
木
を
攻
む
と
。
是
れ
金
を
攻
む
る
者
は
木
を
攻
め
ず
、

木
を
攻
む
る
者
は
金
を
攻
め
ず
、
専
ら
其
の
業
を
為
す
を
謂

う
な
り
。
斯
れ
害
の
み
、
亦
た
泥
む
を
恐
る
る
の
意
。
之
を

治
め
之
を
国
家
の
大
業
に
措
か
ん
と
欲
せ
ば
、則
ち
拘
泥
し
、

害
有
り
。
孔
子
の
辞
は
峻
切
、
子
夏
の
語
は
較
緩
、
皆
学
者

に
務
め
て
君
子
儒
為
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
の
意
な
り（
３
）。

　

こ
こ
で
蘭
洲
は
、「
異
端
」
と
は
、
子
夏
の
い
う
「
小
道
」
の

類
で
あ
る
と
、
先
ず
「
異
端
」
と
「
小
道
」
と
の
類
似
性
を
明
確

に
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
異
端
と
は
「
聖
人
の
道
」
と
は
異
な
る

も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
一
つ
の
道
で
あ
り
、
見
る
べ
き
所
は
あ

る
と
す
る
。
そ
し
て
、
為
政
篇
の
「
異
端
」
と
子
張
篇
の
「
小
道
」

を
比
較
し
て
、
孔
子
の
言
葉
（
異
端
）
は
「
峻
切
」、
子
夏
の
語
（
小

道
）
は
「
較
緩
」
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
学
者
に
「
君

子
儒
」
た
れ
と
説
く
点
で
は
同
じ
だ
と
説
く
。「
異
端
」
は
『
論
語
』

の
中
で
こ
の
一
条
の
み
に
登
場
す
る
特
殊
用
語
で
あ
る
が
、
蘭
洲

は
「
小
道
」
と
の
関
係
に
注
目
し
て
、
そ
の
意
を
説
く
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
に
は
、
荻
生
徂
徠
の
『
論
語
徴
』
に
対
す
る
見

解
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
次
に
、
蘭
洲
の
徂
徠
批
判
を
ま

と
め
た
『
非
物
篇
』
を
検
討
し
て
み
よ
う
。『
非
物
篇
』
は
、
五

井
蘭
洲
の
主
著
で
、
荻
生
徂
徠
の
『
論
語
徴
』
を
批
判
し
た
も
の

で
あ
る
。
蘭
洲
は
江
戸
在
住
中
に
徂
徠
の
著
に
触
れ
、
本
書
の
執

筆
を
開
始
、
蘭
洲
没
後
四
年
に
あ
た
る
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）、

中
井
竹
山
に
よ
っ
て
校
訂
・
浄
書
さ
れ
た（
４
）。

非
曰
、
皇
疏
曰
、「
古
人
謂
學
為
治
。
故
書
史
載
人
專
經
學

問
者
、
皆
云
治
其
書
治
其
經
也
」。
是
矣
。
荀
子
曰
、「
治
列

子
禦
寇
之
言
」。
荘
子
曰
、「
治
詩
書
礼
樂
易
春
秋
六
經
」。

徂
徠
何
以
言
古
無
是
言
也
。
攻
訓
治
者
、
猶
訓
為
也
。
孟
子

曰
、「
固
矣
哉
、
高
叟
之
為
詩
也
」。
治
國
亦
謂
之
為
邦
。
周

礼
、
攻
金
攻
木
。
是
攻
金
攻
者
不
攻
木
、
攻
木
者
不
攻
金
。

謂
專
為
其
業
也
。
何
必
兼
成
器
之
義
。
人
懐
異
心
之
説
、
可

笑
之
甚
。

彼
又
曰
、「
孔
子
之
時
、
豈
有
諸
子
百
家
」。
孔
子
已
前
、
亦
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可
必
其
無
乎
。
管
仲
老
聃
之
倫
、
亦
自
立
一
家
之
言
。
其
侘

泯
没
名
不
傳
者
、
猶
有
在
焉
。
安
得
以
今
不
存
遽
断
其
無
焉

哉
。（『
非
物
篇
』
為
政
篇
）

非
に
曰
く
、
皇
疏
に
曰
く
、「
古
人
学
を
謂
い
て
治
と
為
す
。

故
に
書
史
人
の
経
を
専
ら
に
し
学
問
す
る
者
を
載
す
る
に
、

皆
其
の
書
を
治
め
て
其
の
経
を
治
む
と
云
う
な
り
」
と
。
是

な
り
。『
荀
子
』
曰
く
、「
列
子
禦
寇
の
言
を
治
む
」。『
荘
子
』

曰
く
、「
詩
書
礼
楽
易
春
秋
の
六
経
を
治
む
」
と
。
徂
徠
何

を
以
て
古
に
是
の
言
無
し
と
言
う
や
。
攻 

治
と
訓
ず
る
は
、

猶
為
と
訓
ず
る
が
ご
と
き
な
り
。『
孟
子
』
曰
く
、「
固
よ
り
、

高
叟
の
詩
を
為
む
る
な
り
」。
国
を
治
む
る
も
亦
た
之
を
邦

を
為
む
る
と
謂
う
。『
周
礼
』、
金
を
攻
め
木
を
攻
む
。
是
れ

金
を
攻
む
る
者
は
木
を
攻
め
ず
、
木
を
攻
む
る
者
は
金
を
攻

め
ず
。
専
ら
其
の
業
を
為
む
る
の
謂
な
り
。
何
ぞ
必
ず
し
も

器
を
成
す
の
義
を
兼
ね
ん
。
人 

異
心
を
懐
く
の
説
、
笑
う

べ
き
の
甚
だ
し
。

彼
又
曰
く
、「
孔
子
の
時
、
豈
に
諸
子
百
家
有
ら
ん
」
と
。

孔
子
已
前
も
亦
た
豈
に
其
の
無
き
を
必
す
べ
か
ら
ん
。
管
仲

老
聃
の
倫
、亦
た
自
ず
か
ら
一
家
の
言
を
立
つ
。其
の
侘
泯
没

の
名
の
伝
わ
ら
ざ
る
者
、
猶
お
在
る
有
ら
ん
。
安
ん
ぞ
今
存

せ
ざ
る
を
以
て
遽
か
に
其
の
焉
無
き
を
断
ず
る
を
得
ん
や
。

　

こ
の
よ
う
に
、
蘭
洲
は
、『
荀
子
』『
荘
子
』『
孟
子
』
な
ど
の
古

文
献
の
用
例
か
ら
検
討
し
て
、「
攻
」
は
治
め
る
の
意
で
、「
為
」

と
同
訓
で
あ
り
、
攻
め
る
（
攻
撃
）
の
意
と
す
る
徂
徠
の
解
釈
は

間
違
っ
て
い
る
と
す
る
。
ま
た
、「
異
端
」
に
つ
い
て
、
徂
徠
は
、

当
時
ま
だ
諸
子
百
家
は
い
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
る
が
、
孔
子
に

先
行
す
る
管
仲
・
老
子
、
さ
ら
に
無
名
の
学
者
は
い
た
は
ず
で
、

そ
の
よ
う
に
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
も
説
く
。

　
『
質
疑
篇
』
の
見
解
に
比
べ
る
と
、
徂
徠
へ
の
対
決
姿
勢
が
鮮

明
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
従
来
、『
質
疑
篇
』
と
『
非

物
篇
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
指
摘
が
な
か
っ
た
が
、

こ
の
点
か
ら
も
、
先
ず
諸
書
に
対
す
る
蘭
洲
の
見
解
が
『
質
疑
篇
』

と
し
て
徐
々
に
蓄
積
さ
れ
て
行
き
、
そ
の
後
、『
論
語
』
の
部
分

に
つ
い
て
は
、『
論
語
徴
』
を
強
く
意
識
し
て
『
非
物
篇
』
が
執

筆
さ
れ
た
、
と
い
う
前
後
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う（
５
）。五

、『
論
語
聞
書
』

　

い
ず
れ
に
し
て
も
蘭
洲
は
、
徂
徠
の
説
を
全
面
批
判
す
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
批
判
は
、
蘭
洲
独
自
の
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
蘭
洲
前
後
の
懐
徳
堂
関
係
者
の
見
解
を
検
討
し
て
み

よ
う
。
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先
ず
、
蘭
洲
以
前
の
『
論
語
』
解
釈
と
し
て
、『
論
語
聞
書
』

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
れ
は
、三
宅
石
庵
と
五
井
持
軒（
一

六
四
一
～
一
七
二
一
）
に
よ
る
『
論
語
』
の
講
義
を
、
受
講
者
が

速
記
し
、
後
に
改
め
て
清
書
し
た
書
で
あ
る
。
三
宅
石
庵
は
懐
徳

堂
初
代
学
主
、
五
井
持
軒
は
五
井
蘭
洲
の
父
。
全
六
冊
か
ら
な
り
、

『
論
語
』
全
編
の
講
義
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
文
章
は
漢
字
片
仮

名
交
じ
り
の
口
語
体
で
、
石
庵
・
持
軒
の
口
吻
そ
の
ま
ま
に
記
録

さ
れ
て
い
る
。
各
冊
末
尾
の
識
語
に
よ
る
と
、
一
・
六
冊
目
が
筆

記
さ
れ
た
の
は
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）、
二
・
三
冊
目
は
正
徳

二
年
（
一
七
一
二
）、
四
冊
目
は
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
で
あ
る
。

ま
た
、
講
義
を
し
た
人
物
は
一
～
三
冊
は
五
井
持
軒
、
六
冊
目
は

三
宅
石
庵
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
四
冊
目
に
は
講

義
者
の
名
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
五
冊
目
に
は
識
語
が
な
い
。

　

講
義
が
行
わ
れ
た
の
は
懐
徳
堂
創
立
（
一
七
二
四
）
以
前
で
あ

る
が
、
す
で
に
石
庵
と
持
軒
と
は
親
交
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
持
軒

の
門
人
た
ち
が
後
に
石
庵
の
門
下
生
と
な
り
、
懐
徳
堂
創
設
に
深

く
関
わ
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、
本
書
は
草
創
期
懐
徳
堂
の
学
問
的

状
況
を
知
る
上
で
、
極
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
講
義
は
、
朱

子
『
論
語
集
注
』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
い
る
が
、
受
講
者
の
大
半

が
大
坂
の
町
人
で
あ
っ
た
た
め
か
、
初
学
者
に
も
理
解
で
き
る
よ

う
、
実
生
活
に
即
し
た
例
を
あ
げ
、
受
講
者
を
教
化
し
よ
う
と
す

る
姿
勢
が
窺
え
る
。

△
子
曰
攻
─
聖
人
ノ
道
ニ
カ
ハ
リ
テ
コ
ト
ナ
ル
道
ヲ
一
ハ
タ

テ
ル
ヲ
異
端
ト
云
ウ
ナ
リ
。
コ
レ
上
ナ
ル
ヨ
リ
ア
ル
コ
ト
ナ

リ
。
人
ノ
ム
マ
レ
ツ
キ
サ
マ
ザ
マ
ア
ル
故
ニ
聖
人
ノ
道
ヲ
知

ラ
ズ
シ
テ
ワ
キ
ヘ
ソ
レ
タ
ル
コ
ト
ヲ
ス
ル
ガ
異
端
ナ
リ
。
堯

舜
ノ
道
ニ
チ
ガ
フ
タ
ル
コ
ト
ヲ
ス
ル
ガ
皆
異
端
ト
云
フ
ナ

リ
。
異
端
ニ
サ
マ
ザ
マ
ア
ル
ナ
リ
。
ト
カ
ク
堯
舜
ノ
道
ニ
カ

ハ
リ
タ
ル
コ
ト
ヲ
ス
ル
ガ
異
端
ナ
リ
。
人
人
ノ
ム
マ
レ
ツ
キ

ニ
ヨ
リ
テ
見
識
チ
ガ
フ
故
ニ
聖
人
ノ
道
ヲ
心
得
ソ
コ
ナ
フ
時

ハ
異
端
ナ
リ
。
今
時
ノ
儒
者
ニ
モ
異
端
多
キ
ナ
リ
。
自
己
見

テ
ヨ
キ
ト
定
メ
テ
ソ
レ
ヲ
行
ナ
フ
ガ
異
端
ナ
リ
。

□
如
楊
─
孔
子
仰
セ
ラ
ル
ル
異
端
ガ
楊
墨
ト
云
フ
コ
ト
デ
ハ

ナ
キ
ナ
リ
。
楊
墨
ハ
カ
ヤ
フ
ナ
者
ヲ
云
フ
ト
ナ
リ
。

□
其
率
─
コ
レ
孟
子
ニ
ア
リ
。
楊
墨
カ
ヤ
フ
ニ
ス
ル
ト
天
下

ノ
君
モ
父
モ
ナ
ク
ナ
ル
ナ
リ
。

□
程
曰
─
佛
氏
モ
異
端
ナ
レ
ド
モ
孔
子
ヨ
リ
ハ
ル
カ
後
ニ
唐

ヘ
来
レ
リ
。
故
ニ
圏
外
ニ
ア
リ
。
サ
テ
異
端
ニ
浅
深
ア
リ
。

佛
氏
ガ
道
理
フ
カ
キ
ナ
リ
。
理
ニ
チ
カ
キ
故
ニ
害
甚
シ
キ
ナ

リ
。
聖
人
ノ
道
ト
同
ジ
ヤ
フ
ナ
コ
ト
ヲ
云
フ
故
ニ
大
イ
ニ
害

ア
ル
ナ
リ
。
似
タ
ル
ホ
ド
害
ヲ
ス
ル
コ
ト
フ
カ
キ
ナ
リ
。
ヨ

ク
似
タ
ホ
ド
人
ト
リ
チ
ガ
ヘ
ル
ナ
リ
。

□
學
者
聖
賢
ニ
至
リ
テ
カ
ラ
ハ
各
別
ナ
リ
。
學
者
ハ
見
識
定
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マ
ラ
ヌ
故
ニ
大
イ
ニ
遠
ザ
ク
ル
ガ
ヨ
キ
ナ
リ
。
佛
氏
ニ
ハ
マ

リ
ヤ
ス
キ
ナ
リ
。

□
不
楽
─
遠
ザ
ケ
ル
時
ハ
一
サ
シ
ニ
佛
氏
ノ
學
ニ
飛
ビ
コ
ム

ト
ナ
リ
。淫
声
美
色
ハ
學
者
ノ
大
イ
ニ
戒
ム
ル
所
ノ
者
ナ
リ
。

ト
キ
學
者
タ
ル
者
佛
氏
異
端
ヲ
遠
ザ
ク
ル
コ
ト
、
淫
声
美
色

ヲ
遠
ザ
ク
ル
如
ク
ニ
キ
ビ
シ
ク
遠
ザ
ケ
ズ
シ
テ
、
苟
モ
コ
レ

ヲ
學
ビ
テ
見
ン
ナ
ド
ト
云
フ
テ
カ
カ
ル
時
ハ
ソ
ノ
説
道
理
ニ

近
ク
聖
人
ノ
道
ニ
似
タ
ル
故
ニ
ソ
ノ
説
ヲ
聞
ト
ヒ
ト
シ
ク
馬

ノ
一
サ
シ
ニ
カ
ケ
ル
如
ク
ニ
一
サ
シ
ニ
佛
氏
ノ
學
ニ
カ
ケ
コ

ム
ナ
リ
。
カ
ケ
コ
ム
ト
ハ
ヤ
害
ア
ル
ナ
リ
。
故
ニ
學
者
大
イ

ニ
禁
制
シ
テ
遠
ザ
ク
ベ
キ
者
ナ
リ
。（『
論
語
聞
書
』
第
一
冊
、

為
政
篇
、
五
井
持
軒
講
、
宝
永
三
年
八
月
十
六
日
、
加
藤
信

成
書
）

　

こ
れ
は
、
蘭
洲
の
父
の
五
井
持
軒
の
講
義
で
あ
る
。
こ
こ
で
持

軒
は
、「
異
端
」
が
そ
の
ま
ま
「
楊
墨
」
な
の
で
は
な
く
、「
楊
墨
」

は
あ
く
ま
で
例
示
で
あ
る
と
説
く
。
ま
た
、
仏
教
も
異
端
で
は
あ

る
が
、孔
子
よ
り
後
に
中
国
に
伝
来
し
た
の
で
あ
る
と
し
た
上
で
、

異
端
に
も
深
浅
が
あ
り
、
仏
教
の
道
理
は
深
く
、
理
に
近
い
が
故

に
聖
人
の
道
と
類
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
か
え
っ
て
大
い
に
害
が

あ
る
と
す
る
。
似
て
い
る
か
ら
こ
そ
害
も
深
く
、
見
識
の
定
ま
ら

な
い
学
者
は
仏
教
に
は
ま
り
や
す
い
の
で
、
遠
ざ
け
る
の
が
良
い

と
注
意
す
る
。

　

仏
教
に
対
す
る
独
自
の
立
場
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
で

は
、「
小
道
」
に
つ
い
て
、『
論
語
聞
書
』
は
ど
の
よ
う
な
講
義
を

記
録
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

△
子
夏
曰
雖
─
致
─
ソ
レ
ヲ
遠
ク
モ
テ
ユ
ク
コ
ト
ナ
リ
。
泥 

ナ
ヅ
ミ
ツ
カ
エ
テ
サ
キ
ヘ
モ
ツ
テ
ユ
カ
レ
ヌ
コ
ト
ナ
リ
。
小

サ
キ
道
デ
モ
必
ズ
尤
モ
ジ
ャ
ト
云
フ
テ
マ
ナ
コ
ヲ
ワ
ケ
ミ
ラ

ル
ル
コ
ト
ア
リ
。
ケ
レ
ド
モ
君
子
ノ
大
道
ト
チ
ガ
フ
テ
小
道

ハ
ヒ
ト
ト
ヲ
リ
ヅ
ツ
ナ
ル
故
ニ
大
道
ノ
ゴ
ト
ク
ニ
ア
チ
コ
チ

モ
ッ
テ
ユ
ク
コ
ト
ナ
ラ
ヌ
ナ
リ
。
小
道
ハ
遠
キ
ヘ
モ
ッ
テ
ユ

ク
ト
ツ
カ
エ
ア
ル
ナ
リ
。
タ
ト
ヘ
バ
医
デ
云
ヘ
ド
モ
脉
ヲ
ミ

テ
コ
ノ
ク
ス
リ
ガ
ヨ
シ
ト
云
フ
時
ニ
卜ぼ
く

シ
テ
ソ
ノ
薬
凶
ナ
ド

云
ウ
コ
ト
ア
リ
。
コ
レ
ツ
カ
エ
ナ
ナ
リ
。
故
ニ
病
ハ
医
者
ニ

ワ
タ
シ
吉
凶
ノ
コ
ト
ハ
卜
者
ニ
ワ
タ
ス
ナ
リ
。

●
小
道
─
農
家
圃
家
ト
云
フ
モ
ノ
漢
ノ
藝
文
志
ニ
ア
ル
ナ

リ
。
許
行
ナ
ゾ
カ
農
ヲ
道
ト
ス
ル
ナ
リ
。
皆
々
道
理
ア
レ
ド

モ
全
体
エ
カ
ケ
テ
小
サ
キ
コ
ト
ヲ
後
ニ
道
ト
云
タ
ツ
ル
ナ

リ
。
元
来
ハ
道
ノ
ハ
シ
ナ
リ
。
ソ
レ
ニ
後
ニ
尾
ヒ
レ
ヲ
ツ
ケ

テ
全
体
ヲ
ス
マ
ス
ナ
リ
。医
ハ
病
ヲ
ナ
ヲ
ス
一
ト
ヲ
リ
ナ
リ
。

卜
は
吉
凶
ヲ
ウ
ラ
ナ
フ
一
ト
ヲ
リ
ナ
リ
。（『
論
語
聞
書
』
第

六
冊
、
子
張
篇
、
三
宅
石
庵
講
、
宝
永
三
年
暮
春
十
七
日
、
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加
藤
信
昌
書
）

　
『
論
語
聞
書
』
第
六
冊
に
見
え
る
子
張
篇
の
講
義
者
は
三
宅
石

庵
で
あ
る
。
こ
こ
で
石
庵
は
、「
小
道
」
と
「
異
端
」
と
の
関
係

に
は
言
及
せ
ず
、
小
道
で
も
、
も
っ
と
も
だ
と
評
価
で
き
る
点
も

あ
る
が
、
君
子
の
大
道
と
は
異
な
り
、
小
道
は
一
通
り
に
過
ぎ
な

い
の
で
、
大
道
の
よ
う
に
応
用
範
囲
が
広
く
は
な
い
と
説
く
。
例

え
ば
、
朱
子
『
集
注
』
で
も
例
示
さ
れ
る
医
と
卜
と
農
と
は
、
領

域
を
異
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
が
あ
り
、
そ
れ
を
超
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
い
う
。「
小
道
」
に
対
す
る
適
切
な
理
解
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、「
異
端
」
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
言

及
が
な
い
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
蘭
洲
が
「
異
端
」
と
「
小
道
」
を
強
く
関
連
づ

け
た
の
は
、
懐
徳
堂
初
代
学
主
三
宅
石
庵
の
影
響
に
よ
る
の
で
は

な
い
こ
と
が
分
か
る
。
あ
え
て
言
え
ば
、
父
の
五
井
持
軒
の
講
義

に
着
想
を
得
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

六
、
竹
山
と
履
軒

　

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
蘭
洲
の
独
特
の
見
解
を
、
そ
の
弟
子
た

ち
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
で
あ
ろ
う
か
。
蘭
洲
の
弟
子
で
、

後
に
懐
徳
堂
第
四
代
学
主
と
な
っ
た
中
井
竹
山
（
一
七
三
〇
～
一

八
〇
四
）
の
見
解
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

　

竹
山
の
『
論
語
』
解
釈
は
、『
非
徴
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、

蘭
洲
の
『
非
物
篇
』
と
同
時
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
竹
山
は
、
蘭
洲
の
立
場
を
さ
ら
に
鮮
明
に
し
て
徂
徠
批
判
を

展
開
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

○
攻
乎
異
端
章

非
曰
、
徂
徠
好
旁
引
曲
證
。
…
…
獨
是
章
、
唯
曰
稽
諸
漢
晋

諸
史
、
而
未
嘗
舉
一
語
以
証
。
…
…
如
觧
以
懐
異
心
、
皆
不

通
。（『
非
徴
』
為
政
篇
）

　

中
井
竹
山
は
、
徂
徠
に
は
「
旁
引
曲
證
」
の
癖
が
あ
る
が
、
こ

の
章
に
関
し
て
、「
漢
晋
の
諸
史
」に
基
づ
い
た
と
は
言
い
な
が
ら
、

一
語
も
そ
の
例
証
を
挙
げ
て
い
な
い
と
し
、
徂
徠
の
「
異
心
を
懐

く
」
と
い
う
解
釈
は
通
じ
な
い
と
批
判
す
る
。
徂
徠
は
、「
攻
」

を
攻
め
る
（
攻
撃
）
の
意
と
し
た
上
で
、「
異
端
」
を
「
異
心
を

懐
く
」
と
解
し
た
が
、
そ
う
し
た
理
解
は
不
可
能
だ
と
す
る
の
で

あ
る
。

　

一
方
、「
小
道
」
に
つ
い
て
も
、
仏
・
老
に
一
定
の
評
価
を
与

え
よ
う
と
し
た
徂
徠
を
批
判
す
る
。
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○
雖
小
道
章

非
曰
、
…
…
徂
徠
既
従
朱
注
、
又
挿
入
佛
老
、
蓋
襲
謝
氏
之

誤
也
。（『
非
徴
』
子
張
篇
）

　

こ
こ
で
竹
山
は
、
徂
徠
が
朱
子
『
集
注
』
に
従
い
、
さ
ら
に
仏
・

老
を
も
、
見
る
べ
き
「
小
道
」
と
し
て
い
る
こ
と
を
、
謝
上
蔡
の

誤
り
を
襲
っ
た
も
の
だ
と
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
仏

教
批
判
は
、
す
で
に
『
論
語
聞
書
』
に
も
見
ら
れ
た
通
り
で
あ
り
、

懐
徳
堂
学
派
の
特
色
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う（
６
）。

　

で
は
、
竹
山
の
弟
で
あ
る
中
井
履
軒
（
一
七
三
二
～
一
八
一
七
）

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
履
軒
の
『
論
語
』
解
釈
は
、『
論
語
雕
題
』

『
論
語
雕
題
略
』
を
経
て
、『
論
語
逢
原
』
と
し
て
完
成
し
た
。

○
子
曰
、
攻
乎
異
端
、
斯
害
也
已

攻
比
於
治
、
稍
有
費
力
之
意
。
如
斯
而
已
。
註
專
治
、
未
允
。

異
端
、
便
是
害
矣
。
不
必
待
專
精
也
。

自
今
覩
之
、
佛
氏
之
學
、
絶
無
近
理
者
、
或
更
遠
於
楊
墨
矣
。

程
子
以
爲
近
理
者
、
何
也
。
蓋
宋
儒
所
謂
佛
道
者
、
指
禪
法
、

而
禪
又
佛
中
之
異
端
矣
。
非
佛
之
本
法
。
宋
代
禪
法
盛
行
、

學
士
大
夫
皆
墜
于
其
檻
阱
、
雖
程
門
諸
子
、
多
不
免
焉
。
是

一
世
之
風
習
矣
。

一
説
、
攻
是
攻
撃
之
攻
、
謂
排
擊
之
也
。
言
排
擊
異
端
者
、

非
徒
以
異
端
乎
吾
也
、
特
以
其
害
道
害
人
心
而
已
。
程
子
有

言
曰
、
道
之
不
明
也
、
異
端
害
之
也
。
害
字
與
此
正
同
、
此

説
亦
通
。
張
呂
謝
楊
諸
子
、
皆
以
攻
擊
爲
説
、
但
解
害
與
此

不
同
。（『
論
語
逢
原
』
為
政
篇
）

　

履
軒
は
先
ず
、「
攻
」（
お
さ
め
る
）
に
つ
い
て
、「
治
」
よ
り
、

や
や
力
を
費
や
す
意
味
だ
と
し
、『
集
注
』
が
「
專
治
」
と
す
る

の
は
妥
当
で
は
な
い
と
す
る
。

　

ま
た
、「
異
端
」
と
仏
教
に
つ
い
て
、
仏
教
は
決
し
て
理
に
近

く
は
な
い
が
、
程
子
が
理
に
近
い
と
し
た
の
は
何
故
か
と
問
題
提

起
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
宋
儒
が
い
う
仏
道
と
は
、
禅
宗
の
こ
と

を
指
し
、
禅
は
仏
教
の
中
の
異
端
で
あ
り
、
仏
の
本
法
で
は
な
い

が
、
宋
代
に
は
禅
が
盛
行
し
、
程
子
ら
も
そ
の
弊
害
を
免
れ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
の
だ
と
指
摘
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
履
軒
の
見
解
は
、「
攻
」
と
「
治
」
と
の
微
妙

な
相
違
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
宋
儒
と
仏
教
の
関
係
を
批
判
す

る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
。
そ
こ
で
、「
攻
」
を
攻
撃
の
意
と
す
る

の
も
一
説
で
あ
る
と
し
、特
に
徂
徠
の
説
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

兄
の
竹
山
が
徂
徠
を
厳
し
く
批
判
し
た
の
に
対
し
て
、
履
軒
は
無

関
心
と
い
っ
た
風
情
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
徂
徠
批
判
が
す
で
に
蘭

洲
や
竹
山
に
よ
っ
て
充
分
行
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
か
ら
で
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あ
ろ
う
。
決
し
て
、
蘭
洲
や
竹
山
と
立
場
を
異
に
す
る
わ
け
で
は

な
い
。

　

そ
の
こ
と
は
、
次
の
「
小
道
」
解
釈
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

○
子
夏
曰
、
雖
小
道
、
必
有
可
觀
者
、
致
遠
恐
泥
、
是
以
君

子
不
爲
也
。

小
道
、
謂
異
端
諸
子
百
家
、
是
也
。
農
圃
醫
卜
、
包
在
其
中
。

（『
論
語
逢
原
』
子
張
篇
）

　

こ
こ
で
履
軒
は
、「
小
道
」
を
「
異
端
・
諸
子
百
家
」
で
あ
る

と
し
、
朱
子
『
集
注
』
の
例
示
す
る
「
農
圃
醫
卜
」
は
そ
の
中
に

包
括
さ
れ
る
と
す
る
。
小
道
と
異
端
・
諸
子
百
家
と
を
明
確
に
関

連
づ
け
る
の
は
、
蘭
洲
以
来
の
懐
徳
堂
学
派
の
特
色
だ
と
言
っ
て

も
よ
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
蘭
洲
に
よ
っ
て
明
確
に
さ
れ
た
徂
徠
批
判
の
立

場
は
、
そ
の
弟
子
の
竹
山
・
履
軒
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
た
と
言

え
る
。
懐
徳
堂
学
派
に
と
っ
て
、「
異
端
」「
小
道
」
と
は
、
諸
子

百
家
を
指
す
と
と
も
に
、
仏
教
を
意
味
し
て
い
た
。
ま
た
、
明
言

こ
そ
し
て
い
な
い
が
、
懐
徳
堂
学
派
に
と
っ
て
の
最
大
の
「
異
端
」

と
は
、
異
説
を
唱
え
る
徂
徠
に
他
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。『
論

語
聞
書
』
の
「
今
時
ノ
儒
者
ニ
モ
異
端
多
キ
ナ
リ
」
と
の
言
は
、

極
め
て
示
唆
的
で
あ
る（
７
）。

　

な
お
、
履
軒
は
、「
聖
賢
扇
」
と
い
う
器
物
を
残
し
て
い
る
が
、

そ
う
し
た
観
念
が
、
こ
の
扇
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
る
。

　

聖
賢
扇
は
、
中
井
履
軒
が
扇
面
の
表
に
歴
代
の
聖
賢
や
学
者
の

名
を
朱
筆
し
、
裏
面
に
は
「
醸
評
」
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
人
々
を

酒
に
た
と
え
て
面
白
く
評
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
原
本
は
失
わ

れ
て
存
し
な
い
が
、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
に
履
軒
の
子
柚
園

が
写
し
た
も
の
が
懐
徳
堂
文
庫
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
は
、
孔
子
孟
子
の
正
統
儒
学
が
「
伊
丹
極
上
御
膳
酒
」

と
し
て
絶
讃
さ
れ
る
一
方
、
漢
代
以
降
の
儒
者
、
宋
代
・
明
代
の

儒
者
に
つ
い
て
は
徐
々
に
評
価
が
厳
し
く
な
り
、
ま
た
、
儒
家
以

外
の
老
荘
や
仏
教
、
神
道
、
禅
宗
な
ど
に
は
手
厳
し
い
評
価
が
下

さ
れ（
８
）、
さ
ら
に
、
荻
生
徂
徠
と
太
宰
春
台
は
「
鬼
こ
ろ
し
」（
と

て
も
酒
と
は
思
え
な
い
）
と
酷
評
さ
れ
て
い
る
。
諸
学
に
対
す
る

履
軒
の
評
価
、
特
に
反
徂
徠
の
立
場
を
明
快
に
示
す
資
料
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。

結　

語

　

以
上
、
本
稿
で
は
、『
論
語
』
為
政
篇
の
「
攻
乎
異
端
、
斯
害

也
已
」
を
め
ぐ
っ
て
、
日
本
の
儒
学
者
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
立
場

を
と
っ
た
の
か
、
懐
徳
堂
学
派
を
中
心
と
し
て
追
究
し
て
き
た
。
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日
本
に
伝
来
し
た
朱
子
学
は
、
特
に
荻
生
徂
徠
に
よ
っ
て
批
判
さ

れ
た
が
、
懐
徳
堂
の
五
井
蘭
洲
は
、
朱
子
学
擁
護
の
立
場
か
ら
徂

徠
の
「
異
端
」
解
釈
を
厳
し
く
批
判
し
、
そ
れ
は
弟
子
の
中
井
竹

山
・
履
軒
に
も
引
き
継
が
れ
た
。

　

も
と
よ
り
、
当
時
の
日
本
の
儒
者
に
と
っ
て
、「
異
端
」
と
は

第
一
に
仏
教
を
指
し
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
『
論
語
』
の
「
異

端
」
は
、
中
国
古
代
に
お
い
て
、
も
と
も
と
仏
教
を
意
味
し
て
い

た
訳
で
は
な
い
。
中
国
や
日
本
に
仏
教
が
伝
来
し
、
儒
教
と
の
対

立
が
深
ま
る
中
で
、「
異
端
」
の
最
た
る
者
と
し
て
仏
教
が
意
識

さ
れ
た
の
で
あ
る
。『
論
語
』の
こ
の
条
に
つ
い
て
も
、「
異
端
」は
、

諸
子
百
家
や
老
子
、さ
ら
に
は
仏
教
な
ど
、後
世
の
注
釈
者
に
よ
っ

て
、そ
の
意
味
内
容
を
異
に
し
た
。そ
し
て
、懐
徳
堂
学
派
の
人
々

に
と
っ
て
、
諸
子
百
家
や
仏
教
以
上
に
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
の

は
、
実
は
、
徂
徠
学
派
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
こ
の
語
に
敏
感
に

反
応
し
た
と
言
え
よ
う
。「
異
端
」
は
、
単
な
る
『
論
語
』
の
一

用
語
な
の
で
は
な
い
。
自
ら
の
学
問
的
立
場
を
示
す
重
要
な
言
葉

な
の
で
あ
っ
た
。

注（
１
） 

懐
徳
堂
の
基
礎
的
な
情
報
に
つ
い
て
は
、『
懐
徳
堂
事
典
』（
湯
浅
邦
弘

編
著
、
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）、
及
び
『
懐
徳
堂
研
究
』（
湯

浅
邦
弘
編
著
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

（
２
） 『
質
疑
篇
』
の
書
誌
情
報
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
大
阪
大
学
懐
徳
堂

文
庫
蔵
。
一
冊
、
五
井
蘭
洲
著
、
明
和
三
年
序
、
大
阪
文
淵
堂
・
徳
寶

堂
刊
本
。〔
寸
法
〕
二
十
五
・
八
×
十
七
・
八
㎝
。
郭
内
十
九
・
九
×

十
三
・
四
㎝
。
た
だ
し
、「
刻
質
疑
瑣
語
序
」（
中
井
履
軒
に
よ
る
）
は

十
九
・
六
×
十
三
・
四
㎝
。「
質
疑
篇
序
」（
中
井
竹
山
に
よ
る
）は
二
十
・

九
×
十
四
・
四
㎝
。〔
版
式
〕
左
右
双
辺
、
有
界
、
九
行
二
十
字
。
た

だ
し
、「
刻
質
疑
瑣
語
序
」
は
左
右
双
辺
、
無
界
、
五
行
十
字
。「
質
疑

篇
序
」
は
左
右
双
辺
、
無
界
、
七
行
十
三
字
。〔
装
丁
〕
四
針
眼
訂
法
。

全
四
十
一
葉
。
な
お
、
以
下
、
資
料
の
引
用
に
際
し
て
は
、
で
き
る
だ

け
原
文
に
忠
実
に
翻
刻
す
る
よ
う
努
め
た
が
、
読
者
の
便
宜
を
考
慮
し

て
、
一
部
文
字
を
通
行
字
に
改
め
た
り
、
原
文
に
は
な
い
ル
ビ
を
振
っ

た
り
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
た
。

（
３
） 

な
お
、
本
書
に
つ
い
て
は
、
中
井
履
軒
が
『
質
疑
篇
』
刊
行
の
際
に
そ

の
中
の
疑
問
の
存
す
る
点
に
つ
い
て
ま
と
め
た
上
で
、
中
井
竹
山
に
質

し
た
『
質
疑
疑
文
』
と
い
う
文
献
も
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
に
残
さ
れ

て
い
る
。『
質
疑
疑
文
』
は
履
軒
の
自
筆
手
稿
本
で
、
所
々
に
竹
山
の

朱
筆
書
き
入
れ
が
見
ら
れ
、『
質
疑
篇
』
が
刊
行
さ
れ
る
以
前
の
過
程

を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
攻

乎
異
端
」
に
つ
い
て
、
中
井
竹
山
が
朱
筆
で
「
異
乎
條
貫
、
乎
ノ
字
恐

ハ
削
ル
ベ
シ
」、
履
軒
が
墨
筆
で
「
欲
皆
使
学
者　

皆
当
在
欲
之
上
」

と
記
し
て
い
る
。『
質
疑
篇
』の
稿
本
は
懐
徳
堂
文
庫
に
残
っ
て
お
ら
ず
、

蘭
洲
の
草
稿
の
形
成
過
程
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
『
質
疑
疑
文
』
の
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注
記
に
よ
り
、
稿
本
で
は
、
も
と
も
と
「
異
條
貫
」
が
「
異
乎
條
貫
」、

「
皆
欲
使
學
者
」
が
「
欲
皆
使
學
者
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
４
） 『
非
物
篇
』
の
書
誌
情
報
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文

庫
蔵
。
三
巻
六
冊
、
五
井
蘭
洲
撰
、
明
和
三
年
、
中
井
竹
山
手
稿
。〔
寸

法
〕二
十
七
・
二
×
十
八
・
七
㎝
。郭
内
二
十
・
六
×
十
三
・
五
㎝
。〔
書

式
〕
四
周
双
辺
、
有
界
、
白
口
、
黒
魚
尾
の
紙
を
使
用
。
十
行
二
十
字

前
後
。
版
心
に
「（
黒
魚
尾
）（
篇
名
／
葉
数
）
懷
徳
堂
」
と
記
す
。
各

篇
の
冒
頭
の
み
篇
名
を
記
す
。〔
内
題
〕「
非
物
篇
（
序
／
巻
数
）」。〔
外

題
〕
書
題
簽
「
非
物
篇
」。
打
付
け
書
き
「
正
編
」。〔
奥
書
〕
明
和
三

年
丙
戌
長
至
日
。〔
装
丁
〕
四
針
眼
訂
法
。
第
一
冊
（
巻
一
・
二
）
四

十
二
葉
、
第
二
冊
（
巻
三
～
五
）
三
十
三
葉
、
第
三
冊
（
巻
六
～
八
）

三
十
三
葉
、
第
四
冊
（
巻
九
～
十
二
）
三
十
三
葉
、
第
五
冊
（
巻
十
三

～
十
六
）
三
十
三
葉
、
第
六
冊
（
巻
十
七
～
二
十
お
よ
び
附
録
）
本
文

二
十
五
葉
お
よ
び
附
録
十
七
葉
。

（
５
） 『
質
疑
篇
』
に
お
け
る
『
論
語
』
関
係
条
は
、
概
ね
徂
徠
の
『
論
語
徴
』

を
意
識
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
徂
徠
の
説
を
引
用
し
て
か

ら
批
判
す
る
訳
で
は
な
い
の
で
、『
質
疑
篇
』
の
み
を
一
覧
し
た
だ
け

で
は
、
蘭
洲
の
真
意
が
分
か
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

『
非
物
篇
』
は
、
先
ず
『
論
語
徴
』
の
該
当
説
を
引
用
し
、
そ
の
後
、

批
判
し
て
い
る
た
め
に
、徂
徠
の
説
と
の
違
い
が
明
確
に
読
み
取
れ
る
。

徂
徠
の
説
に
直
接
触
れ
な
い
本
条
は
、『
質
疑
篇
』
の
『
論
語
』
関
係

条
の
中
で
も
、
や
や
特
殊
な
条
で
あ
る
と
言
え
る
が
、「
異
端
」
に
関

す
る
蘭
洲
の
徂
徠
批
判
は
、
後
に
『
非
物
篇
』
で
明
確
に
示
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

（
６
） 『
論
語
』
解
釈
と
い
う
大
枠
を
外
し
て
み
る
と
、
こ
の
点
は
よ
り
明
瞭

と
な
る
。
後
述
の
中
井
履
軒
に
は
『
水
哉
子
』
と
い
う
著
作
が
あ
り
、

そ
の
巻
之
中
「
異
端
篇
」
で
は
、
老
子
や
仏
教
を
異
端
と
し
て
述
べ
て

い
る
。
ま
た
、
履
軒
の
弟
子
の
山
片
蟠
桃
の
『
夢
ノ
代
』
に
も
「
異
端

篇
」
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
明
確
に
、
仏
教
を
異
端
と
し
て
批
判
し
て

い
る
。

（
７
） 

こ
う
し
た
徂
徠
批
判
に
対
し
て
、
徂
徠
学
派
か
ら
は
再
反
論
も
行
わ
れ

て
い
る
。
藤
澤
東
畡
『
辨
非
物
』
は
、
五
井
蘭
洲
『
非
物
篇
』
に
対
す

る
再
反
論
の
書
で
あ
る
が
、
そ
の
「
攻
異
端
章
」
で
、
東
畡
は
、
徂
徠

説
を
弁
護
し
、
さ
ら
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
説
く
。「「
異
端
」
謂
異
見

也
。
蓋
人
各
有
其
見
、
見
各
別
其
端
。
而
苟
與
己
異
見
者
、
乃
斷
々
攻

之
、
或
至
削
小
吾
道
之
區
域
。
此
竭
力
攻
之
、
無
其
功
而
生
其
害
也
已
」

（「
異
端
」と
は
異
見
を
謂
う
な
り
。蓋
し
各
々
其
の
見
有
り
、見
は
各
々

其
の
端
を
別
に
す
。
而
る
に
苟
く
も
己
と
見
を
異
に
す
る
者
に
は
、
乃

ち
断
々
之
を
攻
む
れ
ば
、或
い
は
吾
が
道
の
区
域
を
削
小
す
る
に
至
る
。

此
く
力
を
竭
く
し
て
之
を
攻
む
れ
ば
、
其
の
功
を
無
に
し
て
其
の
害
を

生
ず
る
の
み
）。
す
な
わ
ち
、「
異
端
」
を
「
異
見
」（
自
分
と
見
方
を

異
に
す
る
者
）
と
定
義
し
た
上
で
、
異
端
に
も
適
す
る
所
が
あ
る
か
ら
、

包
容
し
て
残
し
て
お
け
ば
よ
い
。
攻
撃
す
れ
ば
、
我
が
道
を
狭
め
る
こ

と
に
な
る
、
と
説
く
の
で
あ
る
。
こ
の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
矢
羽
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野
隆
男
「
泊
園
書
院
の
『
大
学
』
解
釈
─
徂
徠
学
の
継
承
と
展
開
と
─
」

（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
五
十
九
号
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。

（
８
） 
こ
こ
で
履
軒
は
、
仏
教
と
禅
宗
と
を
分
け
、
仏
教
に
つ
い
て
は
、「
チ

ン
タ
」（
赤
葡
萄
酒
）
と
し
て
夷
狄
人
好
み
と
評
し
、
禅
に
つ
い
て
は
、

「
焼
酎
」
と
し
て
「
畢
竟
は
毒
」
で
あ
る
と
す
る
。
な
お
、「
聖
賢
扇
」
は
、

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
化
さ
れ
、
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
懐
徳
堂
研
究

セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る
サ
イ
ト「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
懐
徳
堂
」で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
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